
今金町における通級指導は、平成２９年度より加配を受け実施している。令和３年度からは、今金小学校の自校通級に加え、

町内他校への巡回指導も開始したが、令和５年度は対象児童生徒の増加から１名体制では対応が困難となり、今金中学校の巡

回を休止した。令和６年度は文科省モデル事業の指定を受け、定数加配とモデル事業枠の２名による通級指導体制が整った。

このことは、個別に必要とする指導時数の確保や新１年生をはじめとする年度途中でのニーズにも対応可能となる。通常学級

におけるアセスメントや担任・支援員とのカンファレンス等から通常学級での授業において、その指導の効果が現れるよう効

果的かつ効率的な支援体制の構築に努める。

※平成２９年度から段階的に基礎定数化…１３人に１人の教員措置。

年 度 今金小学校 種川小学校 今金中学校 計

Ｒ２年度 １４ - - １４

Ｒ３年度 １２ - １１ ２３

Ｒ４年度 １０ ２ ５ １７

Ｒ５年度 １６ ２ - １８

Ｒ６年度 １１＋２ ３ ７ ２１＋２

Ｒ７年度 １７～１９ ０ ９ ２６～２８

【課題の整理】

インクルーシブ教育システムの構築・推進にあたり、通常学級における合理的配慮と通級指導体制の充実がポイント。

・通常学級における合理的配慮の理解促進。

⇒「通常の学級で実践できる！みんなが分かる・できる授業づくり取組事例」（令和６年３月：北海道教育委員会発行）

や文科省が示す学校における合理的配慮の観点（３観点１１項目）等に例示されています。

・通級指導における個別の課題に応じた自立活動指導の確かな実践（教科の補充を目的としない）。

⇒特別支援学校学習指導要領に定める６区分２７項目を参考に。

・柔軟な学びの場の変更。

・個別の課題は集団指導の場面でアセスメントする。

・個別の支援計画・指導計画の作成と実践（保護者や本人と目標設定を必ず確認）。

・発達支援センターと連携した一貫支援（情報連携、支援方法の共有）。

・通常学級での支援員の役割と通級指導の連携。


